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合格後、いつまでに登録申請を
すればよいか？

期限はありません。合格証がお手元に届いた後、いつでも申請可能です。
※毎年、合格発表後の２月中旬～３月にかけて大変込み合っています。

通訳案内士登録手続きに関するＱ＆Ａ(よくある質問)

質問 回答

申請・受領は本人の来庁が必要
か？

申請・受領ともに本人の来庁が必須です。
※申請から受領まで約７～１０日かかります。受領のみ郵送可能です(申請時
に460円分の切手が必要)。

予約は必要か？

都内在住者の方は予約は必要ありません。平日９：００－１７：００（１２：００-１３：
００を除く）の間に必要書類を持って、直接窓口へお越しください。代理人が必
要な方（国外居住者）については、予約が必要となりますので、事前に電話に
て予約をお願いします。

健康診断書の署名・捺印は精神
科の医師でなくても良いか？

医師法(昭和23年法律第201号)による免許を受けた者であれば、何科の医師
でも可。
※歯科医は医師法の免許ではないので、不可。

合格証の氏名と申請時の氏名が
異なる。

申請に必要な書類に加えて、戸籍抄本（もしくは戸籍謄本）の原本をお持ちく
ださい。なお、発効日から３か月以内のものが有効です。

国外に居住しているが、東京都
に登録できるか？

代理人となる方（法人もしくは個人）が、東京都在住であれば登録可能です。
※代理人が必要な方の登録については、ホームページ内「非居住者の方はこ
ちら」を御参照下さい。

住所が変わった場合どうすれば
よいか？

住所が変わった場合、速やかに届出をしていただく必要があります。新しい住
所が都内の場合、ホームページ内必要書類一覧「変更届出」に該当する書類
を揃え、来庁にて御提出下さい。それ以外の方は、各道府県の登録行政庁へ
御確認下さい。

登録証を紛失したがどうすれば
よいか？

再交付申請となりますので、ホームページ内必要書類一覧「再交付」に該当す
る書類を揃え、来庁にて御提出下さい。
なお、前回の登録時から住所・氏名等に変更があれば、「再交付」ではなく、
「変更届出」申請となります。

旧免許証を持っているが、今も
有効か？

昭和５８年１２月９日以前に交付された免許証は「新規申請」をしていただく必
要があります。昭和５８年１２月１０日以後に交付された免許証には有効期限は
ありませんので、そのまま御使用可能です。

通訳案内業免許証を通訳案内
士登録証に変更したい。

新しい登録証への変更を御希望の方は、ホームページ内必要書類一覧表「再
交付」申請書類を揃え、来庁にて御提出下さい。
なお、前回の登録時から住所・氏名等に変更があれば、「再交付」申請書類で
はなく、「変更届出」申請書類となります。
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通訳案内士登録証を全国通訳
案内士登録証に変更したい。

新しい登録証への変更を御希望の方は、ホームページ内必要書類一覧表「再
交付」申請書類を揃え、来庁にて御提出下さい。
なお、前回の登録時から住所・氏名等に変更があれば、「再交付」申請書類で
はなく、「変更届出」申請書類となります。
　※通訳案内士登録証は書き換えなくてもそのままでも有効です。

複数言語の新規登録申請をした
い。

申請書・合格証・写真・手数料は申請言語分必要となります。健康診断書・誓
約書面・住民票・通訳案内士登録情報検索サービス利用申請書は１部ずつ御
用意ください。
また、登録証交付を郵送希望の場合は、460円分の切手を貼った返送用封筒
を1枚ご持参ください。

通訳案内士登録情報検索サー
ビスを利用したい。

このサービスを利用して登録情報のWEB公開を希望する場合は、「通訳案内
士登録情報検索サービス利用申請」を窓口又は郵送にて御提出下さい。郵送
の場合は登録証の両面をコピーして同封してください。

定期研修について知りたい。

平成30年1月4日施行の改正通訳案内士法により、全国通訳案内士は5年ごと
に登録研修機関が行う定期研修を受講する義務が設けられています。詳しく
は、観光庁にお問い合わせください。


